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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極用の電気化学的に活性な構造であって、
　複数のシリコン含有繊維を有し、該繊維は、全長に沿って、複数回、他の繊維と接触す
ることを特徴とする構造。
【請求項２】
　前記繊維同士の交点は、乱された結晶構造を有することを特徴とする請求項１に記載の
構造。
【請求項３】
　前記乱された結晶構造は、アモルファス構造を有することを特徴とする請求項２に記載
の構造。
【請求項４】
　前記繊維は、結晶質であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一つに記載の構
造。
【請求項５】
　前記繊維は、実質的に直線であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一つに記
載の構造。
【請求項６】
　前記繊維は、約１００：１のアスペクト比を有することを特徴とする請求項１乃至５の
いずれか一つに記載の構造。
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【請求項７】
　各繊維は、長さに沿って、他の繊維と複数回接触した立体配置を構成することを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか一つに記載の構造。
【請求項８】
　前記繊維は、相互に結合されており、前記繊維の機械的な単離が抑制されることを特徴
とする請求項１乃至７のいずれか一つに記載の構造。
【請求項９】
　当該構造は、フェルトまたはフェルト状構造であることを特徴とする請求項１乃至８の
いずれか一つに記載の構造。
【請求項１０】
　前記フェルトまたはフェルト状構造は、シートであることを特徴とする請求項９に記載
の構造。
【請求項１１】
　前記繊維は、エッチングされた繊維であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれ
か一つに記載の構造。
【請求項１２】
　前記繊維は、ピラーから形成され、該ピラーは、
　２０～３００μｍの長さおよび／または８０～５００ｎｍの横径寸法を有し、
　シリコンまたはシリコンを含む基板に取り付けられることを特徴とする請求項１乃至１
１のいずれか一つに記載の構造。
【請求項１３】
　当該構造は、充電および放電の際の、内繊維電子伝導率が保存されるように配置される
ことを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一つに記載の構造。
【請求項１４】
　前記繊維は、ランダムまたは無秩序な方法で、配置されることを特徴とする請求項１乃
至１３のいずれか一つに記載の構造。
【請求項１５】
　さらに、集電体としての機能を有することを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか一
つに記載の構造。
【請求項１６】
　当該構造は、さらに、結合剤および電気的添加剤の少なくとも一つを有する複合構造で
あることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか一つに記載の構造。
【請求項１７】
　前記複合構造は、導電性基板上に配置されることを特徴とする請求項１６に記載の構造
。
【請求項１８】
　前記繊維は、０．００１から１００Ωｃｍの抵抗率を有することを特徴とする請求項１
乃至１７のいずれか一つに記載の構造。
【請求項１９】
　前記繊維は、ｎ型またはｐ型にドープされたシリコンを含むことを特徴とする請求項１
乃至１８のいずれか一つに記載の構造。
【請求項２０】
　当該構造は、多孔質であることを特徴とする請求項１乃至１９のいずれか一つに記載の
構造。
【請求項２１】
　さらに、細孔容積を充填する電解質を有することを特徴とする請求項２０に記載の構造
。
【請求項２２】
　前記電解質は、液体電解質またはポリマー電解質であることを特徴とする請求項２０に
記載の構造。
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【請求項２３】
　細孔容積の割合は、約１０～３０％であることを特徴とする請求項１乃至２２のいずれ
か一つに記載の構造。
【請求項２４】
　前記繊維は、当該構造の重量比で、７０～９５％含まれていることを特徴とする請求項
１乃至２３のいずれか一つに記載の構造。
【請求項２５】
　当該構造は、フィルムであることを特徴とする請求項１乃至２４のいずれか一つに記載
の構造。
【請求項２６】
　請求項１乃至２５のいずれか一つに記載の電気化学的に活性な構造を有することを特徴
とする電極。
【請求項２７】
　請求項１乃至２５のいずれか一つに記載の電気化学的に活性な構造を有することを特徴
とするリチウム電池アノード。
【請求項２８】
　請求項２６に記載の電極または請求項２７に記載のアノードを有することを特徴とする
電気化学セル。
【請求項２９】
　請求項２６に記載の電極または請求項２７に記載のアノードを有することを特徴とする
リチウム電池。
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